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□ 関山街道フォーラム ～メルマガ Vol.241～（配信日：令和5年9月6日）   □
■□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━□■
 
関山街道フォーラム協議会
関係各位
 
お世話になっております。
関山街道フォーラム協議会のメルマガVol.241を配信いたします。
 
9月に入っても残暑が厳しく、コロナ患者も増えているようです。くれぐれも健康には留意しお過ご
しください。
 
8月20日の令和5年度の関山街道フォーラム協議会 総会・講演会は、多くの方に参加を
いただき無事終えることができました。
 
「関山街道の四季フォトコンテスト2023」の入賞・入選作品パネルは、作並ラサンタから
会場を定義交流センターに移して（期間8/25（金）～ 9/19（火）予定）巡回展示中です。お近く
においでの際は、是非お立ち寄りください。
 
秋からは、日本風景街道のルート登録に向けた活動を進めていければと思います。
引き続きよろしくお願いいたします。
 
皆様も、関連する地域情報等をご存じでしたら、是非、お寄せください。
メルマガやＨＰのお知らせでもご紹介をさせていただきたいと思います。
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
━━━━━━━━━
◆8/20（日）  関山街道フォーラム講演会・総会

「よみがえれ宮城の鉱山」～ 関山街道沿線の鉱山跡の魅力 ～が開催されま
した
◆仙台市宮城地区郷土史 探訪会通信 第４号
◆湯のまち作並＿ラサンタだより｜ vol.91＿2023年9月号
☆9/10（日）  どんとロード八幡雀踊り（境内）が、大崎八幡神社の例大祭に合わせて開催
されます
◆9/21（月） 第４回・豆沢川の露頭調査 【白沢カルデラ・広瀬川ジオパーク構想】 会員限
定企画
☆9/30（土） 第25回「芭蕉の道を辿り、往時をしのぶ集い」
紅蓮禅尼供養と芭蕉330回忌の「島巡り観月灯籠流し」
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
---------------------------------
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
━━━━━━━━
◆8/20（日） 関山街道フォーラム講演会・総会

「よみがえれ宮城の鉱山」～ 関山街道沿線の鉱山跡の魅力 ～が開催
されました
------------------------------------------------------------------------------------------
----------------
『令和5年度の関山街道フォーラム 総会・講演会』は8月20日（日）に広瀬市民センターにて開
催し、
・総会＿23名・講演会＿約60名の参加で無事終えることができました。
当日配布した、ニュースレターvol.17も添付いたします。資料多くて申し訳ありませんが、
よろしければご覧ください。
■総会の議長は阿部啓二副会長、全体の司会進行は早坂光子副会長に務めていただきました。
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（案内）  「白沢カルデラ」歩こう会 
令和 5年度 第 4回「豆沢川」露頭立会い調査 


令和 5 年 8月 9 日  
 白沢カルデラ PJ実行委員会 


                              会長 工藤 秀也  


  


白沢カルデラに取り組み始めてから７年目になります、何度行ってもまた行きたくなるのがこ


の豆沢川の景観で沢歩きは春の新緑や秋の紅葉が最高です。 


東北大学の髙嶋教授は忙しく今回はご同行しませんが事務局スタッフの佐藤万里子がガイドを担


当します。白沢カルデラ火山活動(800～600万年前)の激しかったことが良くわかる痕跡を見るこ


とができます。 


白沢カルデラの縁が崩落した大岩、噴火した火砕流堆積物の大手門層、硬い貫入岩(玄武岩・安山


岩)等を観察することができます。 


現在も愛子の地下３～５㌔にはやわらかい マグマの残存岩石層があり秋保温泉湯元の源泉になっ


ております。 


又、錦ケ丘ニュータウンの入口に「愛子天空の湯」が来年にオープンすることを知り愛子の住人


としては大変楽しみにしております。 


 


                   記 


１、開催日・時 : 令和 5年 9月 21日㈭ 午前 8:30～12:00 


２、集合場所  : 午前 8:30宮城総合支所・駐車場集合 


３、予定コース  : 総合支所(8:50頃)出発⇒熊ヶ根陸橋、大手門集落経由⇒ 


青下川分岐点橋⇒(9:20頃)石野立墓地駐車場着⇒中崎林道約 100～200m 


歩き⇒豆沢川に降りる(9:30頃)⇒大岩や川岸・川底の火砕流堆積層を観察しながら 


沢歩き約２Km⇒(11:00頃)中崎林道に戻り⇒歩いて石野立墓地駐車場(11:20頃) 


⇒総合支所帰着(12:00頃)・解散予定 


4、参加申込み   ：９月１０日まで(先着順)、下記までご連絡お願いします。 


事務局・瀧原 昇 携帯(090-2023-6748) 


5、移動手段・参加人数 ※車４～５台に分乗、参加者は 20名程度 


6、 参加費    ：５００円(保険料、資料代、交通費等) 


7、  持ち物      : 沢歩き用シューズかゴム長靴、・手袋・ストック等 


 


…… 白沢カルデラのスナップ  
凝灰岩         豆沢川の沢歩き     日陰層堆積岩の褶曲 
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   １
１
０
０
万
年
前
の
宮
城
地
区
は
ま
だ


海
底
で
し
た
。
そ
し
て
、
徐
々
に
陸
地
が


隆
起
し
、
日
本
列
島
の
形
成
が
進
み
ま
し


た
が
、
８
０
０
～
６
０
０
万
年
前
に
定


義
・
作
並
・
秋
保
・
愛
子
・
折
立
・
紫
山
・


根
白
石
ま
で
を
外
円
と
す
る
白
沢
カ
ル


デ
ラ
が
誕
生
。
火
山
活
動
に
よ
っ
て
で
き


た
広
大
な
凹
地
は
、
少
な
く
と
も
６
回
の


大
噴
火
で
形
成
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 


 


３
万
年
前
位
に
石
器
を
用
い
、
狩
猟
生


活
を
行
う
人
達
が
仙
台
市
内
に
出
現
し


て
い
ま
す
。
た
だ
、
宮
城
地
区
内
で
確
認


で
き
る
の
は
、
約
１
万
年
前
の
縄
文
時
代


に
入
っ
て
か
ら
で
、
こ
の
時
代
の
遺
跡
が


現
在
ま
で
に
76
カ
所
発
掘
さ
れ
、
吉
成
地


区
以
外
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
地
区
に
人
間


が
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 


弥
生
時
代
の
遺
跡
は
、
宮
城
地
区
で
２


カ
所
の
み
で
す
。
こ
の
少
な
さ
は
単
に
未


発
見
だ
け
な
の
か
土
器
が
使
用
さ
れ
な


か
っ
た
だ
け
な
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。 


３
世
紀
中
頃
か
ら
古
墳
時
代
が
始
ま


り 


    


 
 


 
 


 
 


 
 


 
 


 
 


 


 
 


 
 


 
 


 
 


 
 


 
 


 


 


★
日 


時 


８
月
22
日
（
火
） 


13
時
30
分
～
15
時 


★
場 


所 


仙
台
市
広
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー 


 
 


 
 


セ
ミ
ナ
ー
室 


   
本
会
は
、
昭
和
61
年
（
１
９
８
６
）


９
月
の
活
動
再
開
後
、
ほ
ぼ
月
１
回
の


定
例
学
習
会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。 


こ
れ
ま
で
の
活
動
・
定
例
学
習
会
の


歩
み
全


78
ペ
ー
ジ
の
取
り
ま
と
め
資


料
を
基
に
こ
の
歩
み
を
振
返
り
ま
す
。 


       
 


 
 


 
 


  
遥
か


46
億


年


前


に


地


球


が


誕


生


し


た


時


代


か


ら


現


代


ま


で


を


全


３


回


で


学


ぶ


、


そ


の


【
第
一
弾
】 


の
学
習
会
が
７
月
30
日
（
日
）
に
広
瀬
市


民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 


  


学
習
会
は
、
42
枚
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト


ス
ラ
イ
ド
と
Ａ
３
判


12
枚
の
年
表
で
進


め
ら
れ
ま
し
た
。 


今
回
は
地
球
誕
生
か
ら
室
町
時
代
ま


で
の
宮
城
地
区
が
テ
ー
マ
。
46
億
年
前
に


地
球
が
誕
生
し
、
約
35
億
年
前
に
生
命
体


が
誕
生
。
そ
の
後
、
宮
城
地
区
の
陸
地
が


ど
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
今
日
に
至
っ


て
い
る
の
か
を
確
認
し
ま
し
た
。 


２
４
０
０
～
１
５
０
０
万
年
前
に
日


本
海
が
で
き
た
と
言
わ
れ
、
１
６
０
０
～


１ 


発行 


仙台市宮城地区


郷土史探訪会 
会 長 瀧原廣一 


編 集 相沢良雄 


連絡先 


090-6626-9819 


７
月
学
習
会 


宮
城
地
区
の
概
略
通
史
【
第
一
弾
】 


「
冥
王
代
か
ら
中
世
の
宮
城
地
区
」
の
歴
史
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た 


８
月
学
習
会
の
お
知
ら
せ 


「
宮
城
地
区
郷
土
史
探
訪
会
３
７
年
間
の
活
動
・
定
例
学
習
会
の
振
返
り
」 


り
、
土
師
器
や
須
恵
器
の
使
用
、
古
墳


の
造
営
、
漢
字
の
使
用
、
仏
教
や
儒
教


の
伝
来
な
ど
が
こ
の
時
代
の
特
徴
で
す


が
、
宮
城
地
区
で
も
こ
れ
ら
の
土
器
が


出
土
し
て
お
り
、
古
墳
時
代
を
含
む
古


代
の
遺
跡
が


46
カ
所
あ
り
ま
す
。
た


だ
、
土
師
器
や
須
恵
器
は
大
倉
や
作
並
・


新
川
か
ら
の
出
土
が
な
く
、
芋
沢
が
少


な
く
、
古
墳
は
宮
城
地
区
全
体
か
ら
発


見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
宮
城
地
区
か
ら
、


須
恵
器
を
焼
く
窯
跡
が
発
見
さ
れ
て
い


ま
せ
ん
の
で
、
窯
跡
が
多
く
発
見
さ
れ


て
い
る
地
域
と
の
行
き
来
が
あ
っ
て
、


手
に
入
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
ま
す
。 


飛
鳥
時
代
・
奈
良
時
代
に
、
本
格
的


な
国
づ
く
り
の
中
で
、
地
方
の
国
・
郡
・ 


里
（
郷
）
の
設
置
が
進
み
、
宮
城
町
誌


に
「
宮
城
地
区
に
丸
子
や
科
上
な
ど
の


郷
が
で
き
て
い
た
」
よ
う
に
書
か
れ
て


い
ま
す
が
、
こ
の
時
分
は
ま
だ
郷
が
形


成
さ
れ
る
程
の
戸
数
が
そ
ろ
っ
て
い
な


か
っ
た
と
見
た
方
が
良
い
よ
う
で
す
。 


平
安
時
代
の
後
期
に
入
る
と
、
こ
れ


ま
で
宮
城
町
誌
等
で
全
く
触
れ
ら
れ
て 


仙
台
市
宮
城
地
区
郷
土
史 


探
訪
会
通
信 


（１面） 令和５年８月１日（火）                       第４号 


い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
愛
子
六
郎{


源
頼


景}


氏
が
愛
子
の
地
に
荘
園
を
所
有
し


て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。 


鎌
倉
時
代
に
入
る
と
、
関
東
方
面
か


ら
新
し
い
地
頭
職
が
宮
城
郡
や
名
取
郡


に
任
命
さ
れ
、
宮
城
地
区
に
も
平
家
の


落
人
な
ど
と
共
に
進
出
し
て
き
ま
し


た
。
国
分
氏
や
郷
六
氏
、
平
貞
能
氏
、


大
倉
氏
な
ど
で
す
。
そ
し
て
、
平
安
時


代
後
期
に
創
建
の
諏
訪
神
社
に
次
い
で


宇
那
禰
神
社
、
小
倉
神
社
な
ど
が
創
建


さ
れ
ま
す
。 


南
北
朝
時
代
や 


室
町
時
代
に
入
る 


と
、
国
分
氏
の
家 


臣
達
の
城
館
が
築 


か
れ
、
寺
院
が
地 


区
内
に
設
け
ら
れ 


よ
う
に
な
り
、
次 


第
に
現
在
の
大
字
の
元
に
な
っ
た
近
世


の
村
々
も
形
成
さ
れ
始
め
ま
し
た
。 


今
回
の
学
習
は
こ
こ
ま
で
で
、
こ
の


続
き
は
期
日
未
定
で
す
が
、
第
二
弾
の


「
近
世
の
宮
城
地
区
」
で
扱
わ
れ
ま
す
。 







 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


（２面） 令和５年８月１日（火）                       第４号 


は
じ
め
に 


郷
六
地
区
は
宮
城
地
区


（
旧
宮
城
町
）
に
お
い
て
、


芋
沢
地
区
と
と
も
に
最
も


東
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。


つ
ま
り
、
郡
山
官
衙
や
多
賀


城
国
府
、
城
下
町
仙
台
に
最


も
近
い
場
所
に
立
地
し
て


い
る
訳
で
す
。
こ
の
立
地
条


件
が
郷
六
地
区
の
歴
史
に


大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。


そ
れ
を
具
体
的
に
見
て
い


き
ま
し
ょ
う
。 


な
お
、
紙
面
の
関
係
で
概


略
の
記
事
に
な
る
こ
と
を


ご
容
赦
願
い
ま
す
。 


こ
の
郷
六
地
区
、
形
式
上


は
慶
長
６
年
（
１
６
０
１
）


の
仙
台
藩
誕
生
（
仙
台
開


府
）
の
時
点
か
ら
、
明
治
22 


年
（
１
８
８
９
）
４
月
１
日


の
町
村
制
に
よ
り
広
瀬
村


が
誕
生
す
る
ま
で
、
お
よ
そ


２
８
８
年
間
に
わ
た
っ
て


「
郷
六
村
」
と
い
う
一
つ
の


村
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
誰
も


が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。


た
だ
、
果
た
し
て
い
つ
か
ら


郷
六
と
い
う
地
名
が
生
ま


れ
た
の
か
、
ど
う
い
う
由
来


が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と


に
な
る
と
、
案
外
あ
や
ふ
や 


な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 


な
お
、
形
式
上
と
い
う
の
は
、
国
分
氏


の
家
臣
が
郷
六
・
愛
子
・
大
倉
な
ど
に
城


館
を
構
え
始
め
た
こ
と
や
、
水
田
の
用
水


の
あ
り
方
な
ど
を
め
ぐ
る
農
民
間
の
協


力
や
年
貢
を
ま
と
め
て
納
め
る
な
ど
し


て
自
治
意
識
が
高
ま
り
、
よ
り
そ
れ
ぞ
れ


の
地
域
の
ま
と
ま
り
が
進
ん
だ
こ
と
で
、


ほ
ぼ
村
の
原
形
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
「
惣
」


あ
る
い
は
「
惣
百
姓
」
ま
た
「
惣
村
」
な


ど
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、


仙
台
開
府
後
に
藩
の
支
配
の
単
位
と
し


て
「
村
」
と
い
う
呼
称
に
統
一
さ
れ
た
と


見
ら
れ
る
か
ら
で
す
。 


 
地
名
の
由
来 


郷
六
の
地
名
は
郷
六
氏
に
因
む
地
名


で
、
愛
子
・
熊
ヶ
根
・
作
並
の
地
名
と
と


も
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
一
つ
し
か
な


い
、
と
て
も
稀
有
な
地
名
で
あ
る
と
と
も


に
親
近
感
が
あ
り
、
プ
ラ
イ
ド
が
持
て
る


地
名
だ
と
思
い
ま
す
。 


ま
ず
、
地
名
の
由
来
を
見
て
み
ま
す
。 


宮
城
町
誌
本
編
（
改
訂
版
）
で
郷
六
の


地
名
に
つ
い
て
、
【
『
大
日
本
地
名
辞
書
』


に
は
、「
あ
る
い
は
江
六
に
つ
く
る
、
名
義


知
れ
ず
」
と
あ
る
が
、「
郷
六
城
」
に
居
城


し
た
郷
六
大
膳
な
る
武
将
に
関
係
が
あ


る
と
思
わ
れ
る
。
郷
六
大
膳
は
国
分
氏
の 


有
力
な
一
族
で 


…
 


初
め
宮
城
郡
霞
目


村
（
七
郷
村
内
）
の
古
城
の
城
主
で
あ
っ


た
が
、
後
、
宮
城
郡
郷
六
村
の
郷
六
城
に


移
り
、
そ
の
後
代
々
こ
の
地
に
居
城
し
て 


   


郷
六
の
姓
を
名
乗
っ
た
。
郷
六
の
姓
は


郷
六
の
地
に
居
城
し
た
こ
と
に
よ
る


在
名
（
居
住
地
の
名
に
よ
っ
て
付
け
た


苗
字―


在
苗
）
と
思
わ
れ
る
】
と
あ
る


ほ
か
、
【
広
瀬
川
の
流
れ
が
か
つ
て
熊


ヶ
根
や
愛
子
落
合
な
ど
の
峡
谷
に
阻


ま
れ
た
が
、
そ
の
後
長
い
歳
月
の
間
に


障
壁
を
打
ち
破
っ
て
郷
六
の
盆
地
に


侵
入
し
た
。
か
く
し
て
こ
の
地
に
一
大


湖
沼
地
帯
を
現
出
し
た
が
、
更
に
流
れ


は
仙
台
地
区
の
放
山
付
近
の
渓
谷
を


浸
蝕
し
て
奔
流
し
た
。
湖
水
が
減
退
す


る
に
つ
れ
、
三
角
地
帯
を
形
成
し
、
こ


の
間
幾
筋
か
の
江
流
が
流
れ
て
現
在


見
る
様
な
地
形
の
土
地
が
現
出
し
た
】


と
あ
り
ま
す
。 


し
か
し
第
一
に
「
郷
六
氏
が
霞
目
村


の
古
城
か
ら
郷
六
城
に
移
っ
た
」
と
い


う
の
は
逆
で
誤
り
で
す
。
そ
れ
は
「
仙


台
領
古
城
書
上
」
を
正
し
く
読
み
取
れ 


ば
わ
か
り
ま
す
。
第
二
に
、「
郷
六
の
姓


は
郷
六
の
地
に
居
城
し
た
こ
と
に
よ


る
在
名
」
は
、
そ
の
通
り
で
す
が
、「
郷


六
氏
が
郷
六
の
地
名
が
で
き
る
前
に


郷
六
の
地
に
入
り
、
郷
六
と
い
う
地
名


を
名
付
け
て
郷
六
氏
を
名
乗
っ
た
」
と 


い
う
の
が
真
実
に
近
い
と
考
え
て
い


ま
す
。
郷
六
氏
が
郷
六
に
住
む
前
に
す


で
に
郷
六
の
地
名
が
あ
っ
た
と
い
う


こ
と
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
で
は
、


果
た
し
て
誰
が
「
郷
六
」
と
名
付
け
た


の
か
と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
き
ま
す
。 


     


   


年
会
費
３
千
円
で
原
則
月
１
回
の
学


習
会
等
の
行
事
に
参
加
可
能
。
た
だ
し
、


史
跡
見
学
等
で
交
通
費
・
見
学
料
等
の


実
費
負
担
が
必
要
に
な
る
場
合
あ
り
。 


 


年
度
途
中
の
入
会
も
可
能
で
居
住
地


制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。 


★
詳
細
の
問
合
せ
先 


 
 


事
務
長 


相
沢
良
雄 


 


☎ 


０
９
０-


６
６
２
６-


９
８
１
９ 


 


入
会
の
ご
案
内 


特集 ― 宮城地区内各地区歴史考 ― 


「郷六地区の歴史 ～その１～」 


第
三
に
、「
こ
の
地
に
一
大
湖
沼
地
帯
を


現
出
し
た
が
云
々
」
の
説
で
す
が
、
何


を
根
拠
に
し
て
い
る
の
か
が
わ
か
り
ま


せ
ん
。
お
そ
ら
く
想
像
に
過
ぎ
な
い
と


思
い
ま
す
。 


真
実
は
、「
郷
六
氏
が
こ
の
地
に
入
っ


た
時
に
、
大
き
な
広
瀬
川
（
江
）
の
近


く
に
６
つ
の
郷
（
小
字
）
あ
る
い
は
居


住
地
が
存
在
し
て
い
た
、
若
し
く
は
字


並
び
上
体
裁
が
良
い
の
で
、『
郷
六
（
さ


と
む
っ
つ
）
だ
か
ら
郷
六
と
い
う
地
名


に
し
よ
う
』
」
と
い
う
こ
と
で
、
郷
六
の


地
名
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 


 


※
大
事
な
と
こ
ろ
で
す
が
、
紙
面
の
関


係
で
以
下
は
次
号
に
続
き
ま
す
。 


 


な
お
、
こ
の
記
事
（
私
見
）
に
対
し


て
疑
問
や
評
論
等
を
寄
せ
ら
れ
る
こ
と


は
大
歓
迎
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願


い
し
ま
す
。
（
文 


編
集
者
） 







総会議事は、その後の講演会の準備等もあり、約４5分とスピーディに進行いただき、拍手で
承認されました。
久しぶりの対面での開催でしたが、協議会活動も11年目、スタッフ参加の皆さん等により、
受付や会費徴収、
会場設営などを、スムーズに行っていただきました。大変ありがとうございました。
■講演会は、会場の時間の関係で少し内容を割愛して説明いただくことになってしまいました
が、五十公野講師からは、
鉱山に興味を持った理由や、高祖母の生い立ち、宮城の鉱山や関山街道沿線の鉱山について
紹介やその魅力を観光に活か
すこと等について、興味深く、わかりやすくお話しいただきました。
■作並温泉「都の湯」に場所を移しての、交流会は13名の参加（内2名は宿泊）で、鉱山談義
等で大変盛り上がりました。
■五十公野氏には、引き続きアドバイザーとして、関山街道鉱山部会（仮称）で、ご指導をいた
だけることにな
りました。
※日本風景街道のルート登録を目指した活動など、今後、山形側を中心にありますので、企
画検討等や事務局活
動へ参加、支援等よろしくお願いいたします。
＊＊＊＊＊＊
■講演会テーマ： 『よみがえれ宮城の鉱山』～ 関山街道沿線の鉱山跡の魅力 ～

講演者 五十公野 裕也 氏（日本鉱山遺跡研究所 代表）
■日時：令和5年8月20日（日）（講演会）15：00～16：30
（総会） 13：30～1４：15
■会場：（講演会）仙台市広瀬市民センター セミナー室、
（総会） 和室
■参加者：約60名（一般参加30名）
■一般参加は会費500円（資料代等）
 
【講演に対するアンケート内容（自由記述）】
①関山街道の鉱山で採鉱、精錬の資料で残っているものはあるのでしょうか？
②新聞の宮城の鉱山の記事を見て光る鉱石を集めている。
③今回の講演と合わせて、是非、現地を探訪する機会があると良い。
④観光資源としての活用方策をもう少し具体的に教えていただきたかった。
⑤体験型アトラクション（砂金採りなど）がもっと身近になれば興味を持ってもらえると思
う。
⑥昔、金属鉱床学を学びました、とてもなつかしくお話を伺いました。ありがとうございま
した。
⑦鉱山が県内に200カ所以上もあったとは知りませんでした。
⑧昭和30年代、広瀬川で石等を観察する授業があったが、黄銅鉱石等がどこから流れ出たも
のか
大変疑問に思っていましたが、今回の講話で理解できました。
⑨貴重な話題で興味深く拝聴しました。活用法が見つかると良いですね。
⑩時間の都合で全部をお聞きできませんでしたが、興味深い内容でした。70代にしてロマン
を感じ
ています。次の機会を楽しみにしております。
⑪鉱山と社会情勢について聞きたかった。
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
◆仙台市宮城地区郷土史 探訪会通信 第４号（令和5年8月1日発行）
----------------------------------------------------------
仙台市宮城地区郷土史さんより「探訪会通信」の送付がありました。是非ご覧ください。
・７月開催の学習会では、宮城地区の概略通史の第１弾
「冥王代から中性の宮城地区」の歴史の歴史のポイントを学びました。

・特集-宮城地区内各地区歴史考-「郷六地区の歴史 ～その１～」
 
9・１0・１１月の主な地域のイベント情報は下記の通りです。ご家族や友人、知人等、皆さんで
地域での季節のイベントやワークショップ等にお出かけください。
※詳細はチラシをご覧ください。
＊＊＊＊＊＊
★9月１3日（水）『ワークショップの開催』 ※毎月第2水曜日
★9月24日（日）、１0月29日（日）、１１月26日（日）『仙山交流市』
★１0月１5日（日） 『ガラクタ市』
＊＊＊＊＊
◇１0月8日（日）『山形まるごと市』【主催】山形市商工観光部観光戦略課
◇１１月4日（土）『つくつく市』【主催】アルベロ◇作並温泉×森林浴 森林セラピスト監修のガイドツアー
【主催】作並温泉旅館組合



・開催予定：・9月2日（土）、23日（土）、１0月７日（土）、2１日（土）
 
＊＊＊＊＊＊
湯のまち作並観光交流館ラサンタを運営する「作並振興協会」さんとは、今年度から相互に団体会員
として登録して連携、協働して
活動することになりました。どうぞ引き続きよろしくお願いいたします。
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
☆湯のまち作並＿ラサンタだより｜ vol.91＿2023年9月号
----------------------------------------------------------
作並振興協会さんより「ラサンタだより9月号」の送付がありましたのでお知らせいたします。
9・１0・１１月の主な地域のイベント情報は下記の通りです。ご家族や友人、知人等、皆さんで
地域での季節のイベントやワークショップ等にお出かけください。
※詳細はチラシやＨＰをご覧ください。
＊＊＊＊＊＊
★9月１3日（水）『ワークショップの開催』 ※毎月第2水曜日
★9月24日（日）、１0月29日（日）、１１月26日（日）『仙山交流市』
★１0月１5日（日） 『ガラクタ市』
＊＊＊＊＊
◇１0月8日（日）『山形まるごと市』【主催】山形市商工観光部観光戦略課
◇１１月4日（土）『つくつく市』【主催】アルベロ◇作並温泉×森林浴 森林セラピスト監修のガイドツアー
【主催】作並温泉旅館組合
・開催予定：・9月2日（土）、23日（土）、１0月７日（土）、2１日（土）
 
＊＊＊＊＊＊
湯のまち作並観光交流館ラサンタを運営する「作並振興協会」さんとは、今年度から相互に団体会員
として登録して連携、協働して
活動することになりました。どうぞ引き続きよろしくお願いいたします。
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
━━━━━━━━━
☆9/10（日） どんとロード八幡雀踊り（境内） が大崎八幡神社の例大祭に合わせて
開催されます
-------------------------------------------------------------------------
-----------
【例大祭とは】

江戸時代より受け継がれてきた勇姿を誇る『流鏑馬(やぶさめ)』や、伊達家ゆかりの『能神
楽』奉納など、伝統行事の迫力

と繊細さとの競演を、間近にご覧になれる貴重な機会です。特に、昭和59年に復活した神幸
祭は、社殿に準じて総黒漆塗

からなる大神輿の御巡幸に約500名が随従する、例大祭の華ともいわれる荘厳華麗な行列であ
り、仙台藩62万石の
総鎮守たる大崎八幡宮の威風はもとより当宮社殿(豪華絢爛たる安土桃山文化の唯一の遺構と
して国宝建造物に指定され

ている)を御造営された仙台藩祖・伊達政宗公の壮大なる気宇も体現する、一年に一度の絢爛た
る絵巻物です。

(ＨＰ　https://www.oosaki-hachiman.or.jp/festival/reitai/　より)
協議会の構成団体「八幡地区まちづくり協議会」が運営に関わっています。

よろしければ参加ください。

※詳細はＨＰ等でご確認ください。
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
━━━━━━━━━━━━
◆9/21（木） 第４回・豆沢川の露頭調査 【白沢カルデラ・広瀬川ジオパーク構想】
会員限定企画
-------------------------------------------------------------------------
-----------------
【会員限定ですので、参加を希望される方は事務局にお問合せ下さい】

白沢カルデラに取り組み始めてから７年目になります、何度行ってもまた行きたくなるのが
この豆沢川

の景観で沢歩きは春の新緑や秋の紅葉が最高です。白沢カルデラ火山活動(800～600万年前)の
激し

かったことが良くわかる痕跡、白沢カルデラの縁が崩落した大岩、噴火した火砕流堆積物の

大手門層、

硬い貫入岩(玄武岩・安山岩)等を観察することができます。現在も愛子の地下３～5㌔にはやわら

https://www.oosaki-hachiman.or.jp/festival/reitai/


かい

マグマの残存岩石層があり秋保温泉湯元の源泉になっております。興味、関心ある方は参

加ください。

＊＊＊＊＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１、開催日・時 ： 令和5年9月2１日㈭ 午前8：30～１2：00
2、集合場所 ： 午前8：30宮城総合支所・駐車場集合
3、予定コース ： 総合支所（8：50頃）出発⇒熊ヶ根陸橋、大手門集落経由⇒青下川分岐点橋
⇒（9：20頃）石野立墓地駐車場着
⇒中崎林道約１00～200m歩き⇒豆沢川に降りる（9：30頃）⇒大岩や川岸・川底の火砕流堆積層を観察し
ながら沢歩き約2Km
⇒（１１：00頃）中崎林道に戻り⇒歩いて石野立墓地駐車場（１１：20頃） ⇒総合支所帰着（１2：00頃）・解散予
定
4、参加申込み   ：9月１0日まで（先着順）、下記までご連絡お願いします。
事務局・瀧原 昇 携帯（090-2023-6７48）
5、移動手段・参加人数 ※車4～5台に分乗、参加者は20名程度
6、 参加費 ：500円（保険料、資料代、交通費等）７、  持ち物      ： 沢歩き用シューズかゴム長靴、・手
袋・ストック等
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
━━━━━━━
☆9/30（土）第25回「芭蕉の道を辿り、往時をしのぶ集い」
  紅蓮禅尼供養と芭蕉330回忌の「島巡り観月灯籠流し」
-------------------------------------------------------------------------
----
《みやぎ街道交流会経由でのお知らせです》
25回目となる恒例の「芭蕉の道を辿り、往時をしのぶ集い」です。
9月30日（土）は中秋の十六夜にあたるそうで、晴れると良いですね。
なお、問合せ・申込みは、申込先へ直接お願いします。
＊＊＊＊＊＊
■日時：令和5年9月30日（土）
■集   合：１3：40  JR松島海岸駅
■行   程：１4：00 JR松島海岸駅出発ー天麟院ー比翼塚ー水主町（芭蕉路） 
ー福浦島ー 五大堂ー雄島ー「島巡り観月灯籠流し」ー 観光桟橋１9：40 解散 
■その他：参加定員：80名
■ 研修参加費 ：5,000円 （ 乗船券、ミニ法要膳、飲物、テキスト、ガイド、損傷保険 ） 
■事前申込必要 申込先／ 浅沼 栄二 asanuma4１sake@sirius.ocn.ne.jp  、080 - 60１5 - 9563
申込内容／氏名・性別・年齢・住所・TEL
■事前振込必要 ゆうちょ銀行 １8１00ー35１3954１ おくの細道松島海道     
  ※内容等詳細は添付チラシ参照
□□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
□□ 以上、よろしくお願いいたします。 
□ 
☆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━☆ 
＜メルマガ事務局（広報・編集部会）からのお知らせとお願い＞ 
・本メールマガジンへのご意見、情報提供等や 
・本メールの配信先の追加・変更、配信停止を希望の方は 
お手数ですが、メルマガ事務局（℡:090-7939-1855 横山） 
までご連絡をいただきますようお願いいたします。 
☆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━☆ 
【関連情報等】 
◇関山街道フォーラム協議会ＨＰ：  < http://www.sekiyamaforum.com/> 
◇愛子宿めぐりＨＰ： <http://www.ayasi.info/> 
◇みやぎ・やまがた連携ネットワーク Facebook：<https://www.facebook.com/miyayama.net>
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